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寒冷の候、会員の皆様には如何お過ごしでしょうか? 

朝夕はめっきり寒くなり冷たい風も吹き、冬の気配が十分に感じられる頃となりました。この時期

はインフルエンザの流行もあり、体調崩す時期ですので十分に休養を取ってください。 

さて、今回は、第 229 回月例会に引き続き光田先生の『日本語はこうして出来た』の第三回目の

お話をしていただきます。 

学生時代から先生は 2つの問題について疑問を持たれてきました。その一つが「邪馬台国はどこ

にあったのか?」、もう一つが「日本人はどこから来たのか?」という問題です。 

この二つの問題点に共通して出てくる「日本語の成立」の真実について考察されてこられた成果を

是非お聞きいただきたいと思います。 

又、光田先生は、京都・北野天満宮や奈良・橿原神宮での連歌の会で宗匠を務められ、今年は

関西万博での日本文化の紹介イベントコーナーも担当され、自ら句を嗜まれておられます。 

 

多くの皆様のご参加をお待ちしています。また、皆さまのお友達にも参加の働きかけをしていただき、 

ご一緒にご出席いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

尚 第一回・第二回参加者の皆様は、第一回目の資料をお持ちいただきますよう宜しくお願いいた

します。 

 

◆ 日 時： 2025年 12月 17日 (水曜日)   15:30～17:30 

           ※12月は第三水曜日となっております。 
 

◆ 場 所： 大阪公立大学 文化交流センター 

大阪市北区梅田 1-2-2-600 

大阪駅前第 2ビル 6階 

 

◆ テーマ： 日本語はこうして出来た・・第三回目 

 

◆ 講 師： 光田 和伸（みつた かずのぶ）様 

（元国際日本文化研究センター准教授） 

        専門は比較文化・比較文学。 

和歌、連歌、俳諧を研究。 

 

◆ 参加料： 正会員； 500円 

賛助会員＆一般； 1,000円 

 

◆ 月例会への参加は,下記メールアドレス宛に、 

お名前と月例会と懇親会それぞれの出欠をメールにてお知らせください。 

klub.zukunft@gmail.com 

 

以上 
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－歴史・文化に親しむ会－ 


